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少し前に「 DX（ Digital Transformation）の 30 年後を
想定してこれから会社としてとるべきアクションを考え
よ」という業務があった．この種の調査や予測ではもち
ろん今後のことに想像をたくましくするが，ではさかの
ぼって 30 年前はどうだったのか，この 30 年間はどのよ
うに変わってきたかを振り返ることが役に立つと考えた．
まず，筆者の専門で科学技術系 IT の主戦場でもある

CFD（流体シミュレーション）を含めたスーパーコン
ピューティング分野の 30 年前と現在の姿を概観してみ
る．なお，30 年前には IT という言葉は聞いたことがな
く，「電算化」などと呼ばれていた．

科学技術系 IT の 30 年前
・ ベクトル型スーパーコンピュータのほぼ全盛期．アメリカの

CRAY-1 が先
せんべん

鞭をつけ，国内でも各社が販売して，主要大学や大

手企業がそれぞれ保有．IHI でも VP-50 という機種を導入し，筆

者を含む技術計算の担当者がプログラムの「ベクトル化」（並列

化ではない）に励んでいた．

・ 流体計算の計算格子の点数は 10 万からがんばって 100 万点．

・ UNIX ベースの EWS ( Engineering Work Station ) が入り始めた．

Windows ベースの PC とは別の世界であり，vi（ UNIX の標準エ

ディター）などという職人技を覚える必要があった．

・ 各事業所の端末からスーパーコンピュータ（豊洲）への接続はも

ともと事務計算用に確保されていた社内専用回線．そこから後処

理用の EWS へのデータ転送は電話回線．バイナリーデータが通

信で化けないように，わざわざテキストとして書き出して送って

いた．世界最高峰のヨットレース「アメリカズ・カップ」の

1992 年大会に国内から初めて参戦することになり，IHI では船体

回りの流れ計算を行った．このとき使ったスーパーコンピュータ

は株式会社リクルート（新橋）のものであり，計算格子のファイ

ルや計算結果をわれわれのコンピュータ（横浜）とやりとりする

には，磁気テープの宅配便を使った．

・ 計算結果のグラフィック表示もできるようになってきたが，最初

は専用のシステム，のちには上記 EWS が必要．画像を保存する

には，ディスプレーの前に三脚を立ててフィルムカメラで直接撮

影してスライドを作るか，ごく低速のカラーハードコピーを取る

必要があった（電子的保存は不可能）．

このころのやり取りで次のようなことを覚えている．技
術開発本部の「材料調査団」( 1990 ) という活動で，筆者
が社内の材料の専門家に「計算材料工学」のようなもの
は考えないのかと尋ねたとき，「材料は引っ張ればわかる，
引っ張らなければわからない」という返事を受けた．そ

技術開発本部

河合 理文

30年前のデジタル世界



25IHI 技報　Vol.63  No.1 ( 2023 )

の調査のために訪問した欧米の一流研究者も似たような雰
囲気を示していた．

科学技術系 IT の現在
・ 国の設置したスーパーコンピュータ「富岳」運用中．158 976 の

ノード（≒CPU）からなる並列型計算機．

・ 1 億点規模の流体計算が普通に語られている．ただし流体分野で

は，いつでもそのときの計算機性能に合わせて「一晩で終わる」

規模，複雑さの計算が行われるという風土があるので，「速くなっ

た」という実感には乏しい．

・ 30 年前は流体と構造が多くを占めていたが，それ以外の分野，特

に計算力学でない分野も盛ん．材料分野も主要なテーマ．最も元

気なのは生物・化学系かもしれない．

・ キャパシティコンピューティング（多量の計算を流すこと）が可

能になり，多量の結果の可視化，最適化や進化計算が可能になっ

た．

・ 従来はデータ = 計算結果だったが，意味のある情報源・情報群と

なり，それ自体の中を探索する価値があるようになってきた．

・ データ通信はインターネット．

・ スーパーコンピューティングは HPC ( High Performance Computing ) 

と呼ばれるようになってきた．

・ ただし，富岳のような HPC に AI とかデータとか言い出したの

は，少なくともポスト「京」（ = 富岳）の検討活動が始まってか

ら，すなわちせいぜいこの 7，8 年であることに注意．

こうしてみると，スーパーコンピューティングの分野
は，工業製品が速くて大きくなるという正常進化だったと
総括できる．
一方，DX の基盤となる IT／ ICT／プラットフォーム
については 30 年前は現在とまったく異なる状況であっ
た．

IT／ ICT／プラットフォームの 30 年前
・ 「 GAFAM」で存在していたのは Apple と Microsoft のみ．どち

らもスタンドアロンの PC のハード，ソフト ( Mac，Windows ) 

を作っていた．

・ 社員個々の PC は基本的に無し．

・ 大企業（ IHI 等）向けの NTT 専用回線はあってもインターネッ

トという概念は無かった．

・ 電子メールもなかった．社内の連絡は固定電話または紙メール

（連絡票）．ファクスも使われていた．

・ 「ネット上で何かを検索する（ググる）」という概念は当然無かっ

た．JICST（日本科学技術情報センター）の JOIS という論文検

索システム（電話回線ベース）を図書室で使うことができた．

・ インターネットを基盤としたあらゆるサービス，プラットフォー

ムビジネスは当然存在しなかった．

・ IoT に当たるものはアナログのデータレコーダーか初期のデータ

ロガー，あるいは直結の専用コンピュータか．当然ながらオフラ

インでデータを回収する必要があった．なお，もちろんプラント

類には大規模なデータ収集表示機構があった．

IT／ ICT／プラットフォームの現在

これは筆者が書くまでもないだろう．数年前から AI と
いうものが猛烈な勢いで普及・発展し，「 AI で仕事がな
くなる」と叫ばれて賛否の議論が飛び交っているが，お
りしもこの 2023 年の頭ごろから自然言語生成モデルによ
るチャットボット「 ChatGPT」が一気にブームとなり，
教育をはじめとして世界を変えるのではないかとさらに叫
ばれるようになってきた（この記事を書くのには使って
おりません．念のため）．

これからどうなる

では 30 年後の DX，というかデジタル技術をめぐる社
会の姿はどのようになるのであろうか．
技術計算・HPC 分野では引き続き正常進化が進むだろ
う．現在は量子コンピュータの黎

れいめいき

明期であり 30 年後の様
子は見通せないが，IHI で必要とするような多くの技術計
算で従来型の計算機にとって代わることは想像しにくい．
一方，計算を離れた分野でどうなっていくのか．この

30 年間で起こったインターネットを中核とした大変革の
ようなものがまた起こるのかどうか，予想がつかない．
「 Uber や YouTube の登場以前には，それらを定義する
ことはできませんでした．2000 年代の YouTube 登場前に
『 YouTube の事業計画書を書いてください』と言われて
も無理なのです．」
落後しないようにしながら，楽しみに眺めたいと思う．
そして万が一 30 年後にチャンスがあれば，また今を振り
返って箸休めを書いてみたい．

（写真は，1992 年（平成 4 年）に天皇陛下（現上皇陛
下）が当社に行幸された際に，シミュレーションの最先
端の技術・装置 ( EWS ) としてご説明したもの．右側の
パネルは当時世界各国で精力的に研究開発が進められてい
たスペースプレーンの流れ解析．出典：社内報「あい・
えいち・あい」1992 年 7 月号より）


